
主催：公益社団法人 埼玉県臨床工学技士会

WEB開催
e-ラーニング

開催方式：WEB開催（e-ラーニング形式）
配信期間：2022年7月25日（月）～8月14日（日）（21日間）
参加対象：臨床工学技士・看護師・各医療関係者・学生
参加費 ：会員5,000円、非会員7,000円、学生2,000円

（会員は日本臨床工学技士会員を含む）
参加人数：200名予定（事前申込）
講演時間：1講演60分×4講演、共催セミナー60分

プログラム

講演Ⅰ：動脈表在化の基礎-臨床工学技士の役割
医療法人 三橋病院 バスキュラーアクセスセンター長 室谷 典義 先生

講演Ⅱ：透析患者に適応拡大された経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）
慶應義塾大学医学部 循環器内科 特任准教授 林田 健太郎 先生

講演Ⅲ：ラップトップ型エコーとポータブル型エコーの有用性
わかやま透析クリニック中野南台 共同代表 若山 功治 先生

講演Ⅳ：CKD-MBDって、な～に？
福島県立医科大学腎臓高血圧内科 主任教授 風間 順一郎 先生

共催セミナー：
東レ・メディカル株式会社

★取得可能単位★（申請中）

血液浄化専門臨床工学技士（8単位）、血液浄化認定臨床工学技士（8単位）

透析技能検定2級（5ポイント）

慢性腎臓病療養指導看護師受験・更新（6ポイント）

MDIC（10ポイント）

受付開始は
6月を予定
しております

※受付方法などは、埼玉県臨床工学技士会HPに随時公開します。


